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Organophosphorus and organonitrogen pesticide residues were investigated in 245 imported crops on  

the Tokyo market in fiscal 2003. In twenty six types of crops, residues of 13 organophosphorus 
insecticides and 2 organonitrogen fungicides were detected. Concentrations of organophosphorus 
insecticides (chlorpyrifos, ethion, malathion, etc.) were between trace and 4.0 ppm in 39 crops and those 
of organonitrogen fungicides (triadimenol and myclobutanil) were between 0.04 and 0.10 ppm in 2 crops, 
respectively. 

Twelve of the pesticides detected in the 26 types of crops are regulated by tolerances for pesticide 
residues, established in Japanese Food Sanitation Law.  

Residues of these pesticides were at levels lower than the tolerances for pesticide residues, the 
CODEX maximum residue limits for pesticides, and the tolerances established in each country. 
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緒   言 

 近年，食糧需要の質的変化や安価な輸入農産物が大量に

流通するようになり、我が国の農業生産は減少傾向にある．

日本の食料自給率（カロリーベース）は40 %と先進国の中
でも最も低く，食料の約 6 割を輸入農産物に依存している
1)．これに伴い，輸入農産物中の残留農薬問題が増大して

おり，消費者の食に関する不安が高まっている．平成15年
の食品衛生法改正2) により食品中の残留農薬基準値はポジ

ティブリスト制に移行することが決定し，今後ますます監

視のための検査体制の充実が求められている． 
 著者らは昭和 5 7年度より種々の輸入農産物中の残留農
薬実態調査を実施し3)，食品の安全性確保に関する継続的

な取り組みを行ってきた．本稿では平成 15 年度に実施し
た有機リン系農薬及び含窒素系農薬の調査結果について報

告する． 
 
 
 
 
 

実 験 方 法 

１．試料  

  平成 15年 4月から平成 16年 3月に東京都内で購入した
輸入果実・野菜類及び穀類等 83 種 245 作物について調査
した．これらの試料の内訳を Table 1に示した． 
 
２．調査対象農薬 

 我が国において食品衛生法による残留農薬基準のある農

薬及びそれぞれの原産地域において残留基準値が設定され

ている農薬などから，有機リン系（代謝物を含む）79種類
及び含窒素系 35種類の計 114種類を選び，調査した（Table 
2）． 
 

３．装置 

1) ガスクロマトグラフ：（株）島津製作所製 GC-14BP (検
出器: FPD及び FTD)，Varian Associates Inc.製 3400 (検 
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Table 3.  Pesticide Residues in Imported Vegetables, Fruits, Cereals and Teas 

  Sample     Country     No. of   No. of      Pesticide     Residual amount         Tolerance(ppm) 
                           sample   positive                       (ppm)          JPN1)     CODEX2)    Other3) 

Vegetables                                                                                          
Broccoli     Mexico    3    1    Dimethoate  0.01 
Celeriac   China     1   1  Pirimiphos-methyl  0.07              1.0 
Chinese pea China   7    5    Methamidophos  0.02, 0.08, 0.22 
    Mycrobtanil   0.04  1.0 
    Omethoate    0.14 
    Triadimenol     0.08, 0.10        0.1 
    Triazophos   0.02  0.1 
Green soybean China 3  1  Acephate   Tr４)  0.5    0.2 
 Taiwan     3      2     Chlorpyrifos 0.01      0.1 
    Triazophos    0.04 
Jew's marrow Thailand   1     1     Methamidophos  0.02 
Pimento   Netherlands 6    1   Dichlorvos    0.02   0.1  0.5  0.10 
Red beet  Australia  1    1    Chlorpyrifos   Tr４)     0.01    0.01 
String pea  China    2    2    Acephate    0.06     3.0    0.2 
    Chlorpyrifos     Tr４)     0.2 0.2 
    Dimethoate     0.08    1 
    Methamidophos  0.02, 0.17 
    Omethoate        0.08 
 Oman     1    1   Acephate         0.13  3.0 
    Methamidophos    0.06 

Fruits 
Citrus 
Grapefruits 

      (whole)  USA    2    1   Ethion      0.04   5     2.0 
Lemon 

      (whole)  Chile     7   3   Chlorpyrifos     0.01, 0.01, 0.03  0.3  1 
Orange 

      (whole)  Australia  1     1   Chlorpyrifos     0.01              0.3    1    0.5 
            Chile     1   1  Chlorpyrifos     0.04              0.3     1 
 Sweetie 
      (whole) Israel   2   1   Methidathion     0.12 
          USA     2 1   Chlorpyrifos     0.08         0.3     1        1.0 
Others 
 Banana 
      (whole) Philippines  3     1   Chlorpyrifos  0.05     0.5 
 Blueberry  Australia   2      1    Dimethoate   0.10 
 Cranberry   USA     2     1   Chlorpyrifos   0.08        1.0 
 Kiwifruit 
      (whole) New Zealan 3     1   Diazinon  0.01     0.2      0.5 
 Litchi 
      (whole) Taiwan    1   1   Chlorpyrifos     0.04              0.5 
 Mango 
      (whole) Philippines 3      1   Phenthoate   Tr４) 
       Mexico     1    1    Chlorpyrifos     0.01              0.5 

Cereals 
 Flour   France   1    1   Pirimiphos-methyl  0.05      2   5.00 
 Rye Flour  Germany   1    1    Pirimiphos-methyl  0.08       1.0     5        5.00 

Beans 
 Green gram Thailand  1   1   Malathion   Tr４)  8.0  8 

Nuts 
 Macadamia  Australia  1   1  Dichlorvos 0.03         0.2 
 Pine seed  China    1     1   Dichlorvos   0.01        0.2 
 Pumpkin seed China    1    1     Dichlorvos       0.02              0.2 
 Sunflower seed USA   1  1 Dichlorvos  0.04   0.2 

Tea 
 Oolong tea taiwan    2    1   Ethion     4.0 

1) Tolerance for pesticide residue in Japan 
2) Codex maximum residue limits for pesticides 
3) Tolerance in each country 
4) Tr : below 0.01 ppm 
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出器: FPD)，HNU○R -Nordion社製MICROMAT HRGC-412 
(検出器: ATD)，（株）島津製作所製 GC-17A (検出器: FTD) 
2) ガスクロマトグラフ―質量分析計：Finnigan Mat 社製
TrackerＴＭ  System, GCQＴＭ  System, Hewlett Packard 
社製 HP 6890/5973  
3) 高速液体クロマトグラフ：（株）島津製作所製 LC-6AD 
 
４．分析方法  

 厚生労働省告示第 258号(平成 13年 7月 24日)，同告示
第 94 号(平成 14 年 3 月 13 日)，同告示第 33 号（平成 16
年 2月 25日），残留農薬分析法 4) 及び田村らの方法 5) に準

じた． 
 

結果及び考察 

１．残留農薬実態 

 輸入農産物 83種 245作物中 26種(検出率 31 %,以下同様) 
39作物(16 %)から 13種類の有機リン系及び 2種類の含窒
素系農薬が検出された．作物ごとに検出された農薬をまと

めた結果を Table 3に示した． 
1) 有機リン系農薬 

  野菜類，果実類，豆類，ナッツ類及び茶葉 25種（30 %）
39作物（16 %）から,13種類の殺虫剤（アセフェート，エ
チオン，オメトエート，クロルピリホス，ジクロルボス，

ジメトエート，ダイアジノン，トリアゾホス，ピリミホス

メチル，フェントエート，マラチオン，メタミドホス，メ

チダチオン）が痕跡～4 ppm検出された． 
   食品衛生法残留基準値（以下，残留基準値）の設定され
ている農薬ではアセフェート，クロルピリホス，ジクロル

ボス，ジメトエート，ダイアジノン，トリアゾホス，ピリ

ミホスメチル，フェントエート，マラチオン，メタミドホ

スの 10種類が検出された． 
 クロルピリホスは毎年検出される農薬であり，今年度も

野菜類・果実類 10種（12 %）13作物（5 %）から検出さ
れた．今年度の検出量は痕跡～0.08 ppmであり，残留基準
値を超えるものはなかった．なお，前年度クロルピリホス

が残留基準値を超えて検出された中国産ほうれんそう（冷

凍品）3）は輸入自粛の行政指導が徹底され 6) 7)，輸入が事実

上停止されたため，市場には流通しなかった． 
 クロルピリホスに次いで検出率が多かったメタミドホス

は，野菜類 4種（5 %）7作物（3 %）から 0.02～0.22 ppm
検出された．メタミドホスはアセフェートの代謝物であり，

例年アジア地域産のえだまめ，未成熟いんげん，未成熟え

んどうなどから多く検出される．アセフェート単独では中

国産えだまめから痕跡程度が検出された．また，アセフェ

ート及びメタミドホス両者が中国産及びオマーン産のさや

いんげんで検出されている．今回の事例ではメタミドホス

及びアセフェートのいずれが農薬として使用されたかを特

定するには至らなかった． 
 ジメトエートの代謝物であるオメトエートは前年度中国

産ほうれんそうからの検出頻度が高かった農薬である（7

種 20作物）．ジメトエートは残留基準値が設定されている
が，オメトエートには残留基準値はなく，CODEX 国際残
留基準値（以下，国際残留基準値）も設定されていない．

今年度はオメトエートの検出率は 2種（2 %）2作物（0.8 %）
と低かった．これは中国産ほうれんそう（冷凍）が市場に

なく，検査しなかったためである．中国産さやいんげんか

らはオメトエートと原体であるジメトエートの両者がそれ

ぞれ 0.08 ppm検出された．一方，ジメトエート単独では
メキシコ産ブロッコリーから 0.01 ppm，オーストラリア産
ブルーベリーから 0.1 ppm検出されている．このことから
中国ではジメトエート及びオメトエートの両者が農薬とし

て使用されているものと推察された． 
 ジクロルボスはナッツ及びピーマンから 0.01～0.04 
ppm検出され，特にナッツからの検出率は 40 %と高かっ
た．これは本農薬がポストハーベスト使用された結果と考

えられた． 
 他には，ピリミホスメチルがセルリアック及びライ麦粉

から残留基準値（1.0 ppm）の 1/10以下，マラチオンが緑
豆から痕跡程度検出された．また，トリアゾホスがさやえ

んどう及びえだまめからそれぞれ 0.02，0.04 ppm，ダイア
ジノンがキウィ（全果）から 0.01 ppm，フェントエートが
マンゴー（全果）から痕跡程度検出されたが，これらの作

物に残留基準値が設定されていない． 
 残留基準値が設定されてない農薬の中で農薬取締法登録

保留基準値（以下，登録保留基準値）が設定されている農

薬ではエチオン及びメチダチオンの 2 種類が検出された．
エチオンはグレープフルーツ及びウーロン茶からそれぞれ

0.4，4.0 ppm検出された．なお，今回調査したウーロン茶
の測定値は茶葉での残留量であり，茶湯での値ではない． 
エチオンの水への溶解性は低く4)，本品を浸出した場合の

茶湯への移行率は数 %と考えられる．このことから本品飲
用時のエチオン摂取量はわずかなものであると推察された． 
 メチダチオンではスィーティ（全果）から登録保留基準

値（5 ppm）の約 1/40が検出された． 
2) 含窒素系農薬 

 2種類の殺菌剤トリアジメノール（0.08，0.10 ppm）及
びミクロブタニル（0.04 ppm）が中国産さやえんどう 2作
物（0.8 %）から検出された． 
 トリアジメノールは特に中国産さやえんどうからは平成

14年度を除いて毎年検出されているが，今年度も 2作物か
ら検出された．トリアジメノールはトリアジメホンの代謝

生成物であり，残留基準値は設定されていないが，国際残

留基準値は 0.1 ppmに設定されている．本農薬の水に対す
る溶解度は 62 ppmであり 8)，また，ADI（一日許容摂取量）
は 0.05 mg/kg体重/日である 8)．トリアジメノールが 0.10 
ppm 検出されたさやえんどうを体重 50 kg のヒトが毎日
25 kg喫食した場合，ADIにやっと到達することになる値
であるので，通常の喫食では健康上の影響はないものと考

えられる．なお，ミクロブタニルについては残留基準値（1.0 
ppm）の 1/25であった． 
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3) 今後の残留農薬規制の動向と対応について 

 残留基準違反事例（クロルピリホス）が相次ぎ，二度に

渡り，事実上の輸入禁止がなされていた中国産冷凍ほうれ

んそうも平成 16 年 6 月に輸入が再開された．また，厚生
労働省は平成 18 年 5 月施行のポジティブリスト制に向け
て残留基準値の再整備を行っている。今回の調査より，現

在残留基準値が設定されていない有機リン系及び含窒素系

農薬についても検出例が見受けられたことから，今後，本

制度の導入により，違反事例が増大する可能性も示唆され

る．そこで，これらの動向を踏まえ，今後も継続して残留

農薬の実態を把握し，基準違反品の排除に努める必要があ

ると考える． 
  

ま と め 

 平成 15年 4月から平成 16年 3月に都内の市場等で購入
した輸入生鮮農産物等 83 種 245 作物について, 有機リン
系農薬及び含窒素系農薬の残留実態調査を行った. 
 有機リン系農薬は 13 種類の殺虫剤（クロルピリホス，
エチオン，メタミドホス等）が 39 作物(16 %)から痕跡～
4.0 ppm検出された． 
 含窒素系農薬では 2種類の殺菌剤（トリアジメノール及
びミクロブタニル）が 2作物(0.8 %)から 0.04，0.10 ppm
検出された．  
  我が国の食品衛生法で残留農薬基準値が設定されている
農薬（クロルピリホス，マラチオンなど）12種類が 26種
(31 %) 36作物(15 %)から検出されたが，いずれも基準値以 

内であった． 
 一方，我が国の残留農薬基準値が設定されていない農薬

（エチオン，メチダチオンなど）3種類が 5種(6 %) 5作物
(2 %)から検出されたが，いずれも登録保留基準値，国際残
留基準値あるいは原産国の残留基準値以下であった． 
 本調査は東京都福祉保健局健康安全室食品監視課及び東

京都健康安全研究センター広域監視部食品監視指導課と協

力して行ったものである.   
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